
環境問題と自動車（交通｝

トヨタ自動車＠環境部 小島文毅

はじめに地球環境と都市理境

－地球環境：地球の混酸化（CO 2) 

都市環境：都市部での大気持染（CO, 日C 、 NO 玄｝

1. 環境負荷の少ない自動車の開発

(1 ）既存のエンジン：ガy !J ンとディーゼル

→対策 1. ガソリンエンジンの嬬費向上

（リーンパーンエンジン、直噴ガソリンエンジン）

→対策 2. ディーゼルエンジンの排ガス対策

（スモークレス、 NO 玄蝕蝶）

(2 ）クリーンエネルギー車の開発

由1. 電気自動車（E V ]

排ガスはゼロだが、一充電での走行距離〔航続距離｝に制約。

2. 圧輯天鈷ガス（CNG）車

NO  x排出量が少なく蘇費も良いが、 BVと同様航続距離の号越前都欠点。

3. ハイブリッド牽（HV〕

97年 1 2 月に新しいタイプのハイブリツドシステム車「プリウスj を

発売。

齢費が従来のクルマiこ比べて 2倍の 3 0 km/ l (C02 は 1/2)

排出ガス中のco、 HC 、 NO xは規制値の 1/10 のレベルに鵠擁

髄格は錨人でも負担が可能

4. 蟻料電地電気自動車（FCEV)

水素と空気中の酸素を化学反~させて電カを得るシステム：排出埼スは

水蒸気

2. 自動車交通の新しいシステム＝ IT S による環境改善

Q)ETC （ノンストップ自働料金支払いシステム）

( T IME 〔物流管理システム）

窃CRAYON (E Vコミュ｝ター共闘著者j用システム）

窃 E MTS (I抗告lligent 誠ulti盟ode Transit Syste臨

ヱコドライブのすすめ




